
EECの監視機器の登録推奨手順 と品質が常に向上する施策
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１．トータル監視運用サービスの考え方に則り登録機器を決めていきます。

①縦方向のend-to-end軸（サーバ、クラウド関連）
上位レイヤ（アプリ）からの試験

②横方向のend-to-end軸（Router、Switch、LAN配下の機器）
クライアントからサーバまでの試験

③規模軸（LAN配下の機器、24時間連続運転機器）
全装置の試験

④時間軸
常時監視

⑤場合により、カスタマイズ試験を実施します。
参考：カスタマイズ試験
https://its-consul.co.jp/itsr/customize_test.html

上記の①～④ に準じて監視対象機器を決め、
トータル的にシステム状況を掴みます。
その後、品質向上を図るため、
・アクションを考え、監視試験内容を変化させていきます。
また、
・更なる追加調査を行い、問題の原因を明確にします。

https://its-consul.co.jp/itsr/customize_test.html
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２． EECは、通常HUB拠点（サーバがあるDCやFWを配置しているようなロケーション）に設置します。
必要により、拠点に設置する場合もあります。

３． 登録グループ
登録Aグループ
システム全体を鳥瞰図的に把握するため、拠点のRouterを登録します。（ping試験）
遅延値で違いがある場合は、別グループに登録します。例：国内、国外等
登録Bグループ
クローズド網にあるサーバのWEBサーバに対して、 http or https 試験を行います。
登録Cグループ
クローズド網にあるWEBサーバ以外のサーバに対して、port 試験を行います。
登録Dグループ
FWを超えたサイト（InterNet上）のWEBサーバ、及びクラウドのWEBサーバに対して、http or https試験を行います。
登録Eグループ
敷地が広い工場のSwitch 及び、Wifiを利用しているAP、24時間連続運転のプリンター等の
Wan Router配下の機器を登録します。（ping試験）
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４．お客様の環境、症状に応じて、次に示すようなアクションを施していきます。
① ログの連続取得
② １秒ping

③ ロングパケット監視
④遅延監視
⑤ポート監視
⑥ トラフィックの取得
⑦機器巡回監視
⑧故障率の悪い順一覧の利用
⑨パケットキャプチャーの実施
次ページに示す品質改善フローを参考にして下さい。
試験結果については、個々のお客様の環境、月日が経つとまたその環境が変わりますので、
これまで培った弊社のノウハウを元にアクションをご提案を致します。
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５．品質改善フロー
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EECのping 試験で遅延が発生した時（エンドユーザ様で問題あり）には、上記のように詳細データを取得する追加
調査を行います。
上記の例では、トラフィックについては、それ程ではないにも関わらず、CPU使用率がほぼ100%になる事象でした。
お客様の不満の限界値（https://its-consul.co.jp/itsr/concept.html#5kou）を超える場合、問題を解決する必要があ
ります。
更なる調査として、パケットキャプチャを行い、どの機器との通信が、CPU使用率を上げる要因となっているかを絞り
込んで行きます。
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